
平成25年度第３四半期決算の概要平成25年度第３四半期決算の概要

株式会社
 

足利ホールディングス

株式会社
 

足利銀行

（特に表示がないものについては「銀行単体」の計数を掲載しています）
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第３四半期決算概要

H24/12期 H25/12期 前年

（4～12月） （4～12月） 同期比

連結粗利益 627 621 △ 5
営業経費 441 435 △ 6
与信関係費用 19 44 25
株式等関係損益 △ 11 92 103
経常利益 168 235 67
四半期純利益 140 226 85

H25/12期
 四半期純利益の差額 △ 59

銀行子会社業務粗利益 32
ＨＤ劣後ローン支払利息 △ 14
ＨＤのれん償却 △ 46
子会社の与信関係費用 △ 9
子会社の経費他 △ 22

《足利ホールディングス連結損益》 《HD連結とBK単体の差額の内訳》（億円）

【足利HD連結】

連結粗利益は前年同期比△5億円の621億円。

営業経費435億円、与信関係費用44億円、株

 
式関係損益92億円等を計上した結果、経常利

 
益は235億円、当期純利益は226億円。

【足利銀行単体】

資金利益、役務取引等利益が増加する一方、

 
国債等債券損益が減少したことから、業務粗

 
利益は前年同期比△15億円の603億円、コア

 
業務粗利益は589億円（同比＋26億円）。

経費が369億円（同比△8億円）に減少し、コア

 
業務純益は220億円（同比＋35億円）。

与信関係費用が38億円（同比＋23億円）に増

 
加する一方、保有株式の売却により株式等損

 
益98億円を計上したことから、経常利益は289

 
億円（同比＋72億円、四半期純利益は285億

 
円（同比＋86億円）。

H24/12期 H25/12期 前年

（4～12月） （4～12月） 同期比

619 603 △ 15
資金利益 473 482 9
役務取引等利益 85 103 18
その他業務利益 60 16 △ 43

国債等債券損益 56 13 △ 42
563 589 26
378 369 △ 8
204 196 △ 7
154 153 △ 1
184 220 35
241 234 △ 6

臨時損益 △ 101 73 175
△ 15 98 114

217 289 72
△ 1 △ 2 △ 1
199 285 86

15 38 23与信関係費用

四半期純利益

株式等損益

人件費
物件費

業務粗利益

コア業務粗利益

特別損益

経費

コア業務純益
実質業務純益

経常利益

《足利銀行単体損益》（億円）

※与信関係費用＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額

 
－（償却債権取立益＋貸倒引当金戻入益）
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業績見通しに対する進捗状況

《足利ホールディングス連結損益》

《足利銀行単体損益》

（億円）

25年度 Ｈ25/12期
業績見通し （第3Ｑ累計）

業務粗利益 782 603 77.2%
経費 483 369 76.5%
コア業務純益 286 220 77.2%
　与信関係費用 74 38 51.9%
　株式等損益 85 98 116.2%
経常利益 310 289 93.4%
当期純利益 276 285 103.5%

進捗率

25年度 Ｈ25/12期
業績見通し （第3Ｑ累計）

経常収益 1,020 826.0 81.1%
連結粗利益 806 621.0 77.2%
経費 560 427.0 76.4%
実質業務純益 246 194.0 78.9%
　与信関係費用 81 44.0 54.9%
　株式等損益 80 92.0 115.7%
経常利益 240 235.0 98.3%
当期純利益 200 226.0 113.0%

進捗率

（億円）

今後の与信関係費用を保守的

 に見込んでいること、税務上の

 繰越欠損金の減少に伴う繰延

 べ税金資産の減少（税金費用

 の増加）が見込まれることから、

 通期業績予想は変更せず。
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482

98
106

85

121

103

70
58

60

61

16

860
818

619

810

603

692 653

473

627

23/3期 24/3期 24/12期 25/3期 25/12期

資金利益 役務取引等利益

その他業務利益

250 257
204

272
196

239 257 202

153

26
26

19

22

19

515
541

378

497

369

154

59.93%

66.13%

61.04% 61.32% 61.16%

23/3期 24/3期 24/12期 25/3期 25/12期

人件費 物件費

税金 OHR

業務粗利益・経費



 

業務粗利益は、資金利益（前年同期比＋9億円）と役務取引等利益（同比＋18億円）が増加したものの、国債等債

 
券損益等その他業務利益が減少（同比△43億円）したことから、前年同期比△15億円の603億円。



 

経費は、人件費が減少、物件費が前年同水準となったことから、前年同期比△8億円の369億円、経費率（OHR）は

 
61.16％。

△15

△43

△7

△8

＋18

＋9

《業務粗利益の推移》（億円） 《経費・OHRの推移》（億円）

△1
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預貸金平残・利回り



 

貸出金平残は、前年同期比＋2,079億円の3兆8,026億円。利回りは、相対的に金利の低い住宅ローンや公金向

 
け貸出が増加したことを受け、同比△0.12％の1.45％。



 

預金等（預金＋譲渡性預金）は、前年同期比＋2,191億円の5兆80億円、利回りは同比△0.011％の0.054％。

《貸出金平残・利回り》 （億円）

33,398 34,533
35,946 36,132

38,026

1.87%
1.72%

1.57% 1.56%
1.45%

23/3期 24/3期 24/12期 25/3期 25/12期

貸出金平残

利回り

《預金等平残・利回り》

44,934
46,972 47,889 48,033

50,080

0.118%
0.087% 0.065% 0.064% 0.054%

23/3期 24/3期 24/12期 25/3期 25/12期

預金等平残

利回り

（億円）

＋2,079

△0.12%

＋2,191

△0.011%
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業務粗利益の増減要因



 

資金利益＋9億円（前年同期比）のうち、貸出要因は△10億円、預金等要因＋3億円、有価証券要因＋18億円。


 

役務取引等利益は、投信・保険等の販売（窓口関連＋10億円）やローン関連手数料の増加（＋7億円）を主因とし

 
て＋18億円。（⇒コア業務粗利益ベースでは＋26億円、投信解約益除きでも＋19億円）



 

国債等債券売却益等その他業務利益△43億円により、業務粗利益全体では△15億円の減少。

《粗利益増減要因（前年同期比）》

619

 
億円 603

 
億円

預金等

 
平残

 
要因

△1

△35

貸出

 
利回り

 
要因

有証

 
平残

 
要因

24/12期 25/12期

（億円）

貸出

 
平残

 
要因

＋25 預金等

 
利回り

 
要因

＋4

有証

 
利回り

 
要因

貸出要因

 
△10

預金等要因

 
＋3

有価証券要因

 
＋18

＋11

＋7
窓口

 
関連

機械・

 
為替他＋10

＋1

ローン

 
関連

＋7

資金利益
482億円（＋9億円）

役務取引等利益

 
103億円（＋18億円）

その他業務利益

 
16億円(△43億円）

国債等

 
債券売

 
却益

△1

△42

他

△15

投信解約益

 
7.3億円を含む
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貸出金



 

貸出金末残は、前年同期末比＋2,502億円（年率＋6.7％）の3兆9,325億円。


 

住宅ローンが同比＋1,116億円（年率＋8.7％）と大きく増加したほか、中小企業向け貸出、国・地公体向け貸出と

 
もそれぞれ増加。

《貸出金残高（末残）》（億円）

11,882 12,183 12,762 12,985 13,878

14,045 13,925 13,877 13,928
14,706

3,255 4,318 4,129 4,879
4,720

5,550
5,984 6,055 5,960

6,02134,732
36,410 36,823 37,752

39,325

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

大企業他
国・地公体向け

中小企業向け
住宅ローン

＋2,502

《貸出金残高の増減内訳（前年同期比）》（億円）

住宅

 
ローン

＋1,116

大企業

 
他

△34

中小企

 
業向け

＋829

国・地公

 
体向け

＋590

＋2,502

 
(年率＋6.7％)

(年率＋8.7％)

（年率＋5.9％)
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預金等



 

預金等残高（＝預金＋譲渡性預金）は、前年同期末＋2,833億円（年率＋5.7％）の5兆1,728億円。


 

個人預金が同比＋1,208億円（年率＋3.5％)と大きく増加したほか、法人預金、公金＋金融、譲渡性預金ともそ

 
れぞれ堅調に増加。

《預金等残高の推移（末残）》 （億円）

34,826

9,631
10,356

11,096 10,571
11,533

3,738
3,865

2,465 3,880
2,629

1,071
1,699 1,714 1,809

2,739

46,466
48,561 48,895 49,630

51,728

33,37033,61732,64032,024

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

譲渡性預金

公金＋金融

法人

個人

＋2,833

《預金等残高の増減内訳（前年同期比）》（億円）

公金

 
＋金融法人

＋1,024

＋164

個人

＋2,833

 
(年率＋5.7％)

NCD

(年率＋3.5％)

＋1,208

(年率＋3.9％)

＋437
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個人預り資産・個人金融資産



 

個人預り資産は、前年同期末比では、投信と保険の増加を主因として、同比＋132億円の6,939億円。


 

個人預金と個人預り資産を合わせた個人金融資産残高は、同比＋1,341億円の4兆1,766億円。

《個人預り資産残高の推移(末残）》 （億円）

1,795 2,182
2,593

2,589 2,683

1,941
1,791

1,741

6,282 6,452
6,807

7,029 6,939

2,6982,4222,3282,418 2,725

2,069

1,531

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

債券(約定ﾍﾞｰｽ)

保険

投資信託

《個人金融資産残高の推移》（億円）

212
208

194 178

137
6,452

6,807 7,029

38,306
39,092

40,425 40,400

41,766

34,690

31,811 32,431 33,424 33,191

6,939

6,282

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

個人預り資産

個人外貨預金

個人円預金

+132

＋89

△259

＋302

＋1,341

＋132

＋1,266

△57

※保険＝個人年金保険＋終身保険＋学資保険
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99

175
154

349 344

49

135
109

313 309

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

銀行単体 HD連結

有価証券



 

有価証券残高は、平成25年3月末比では、＋98億円の1兆2,256億円。国債が4,920億円（同比＋524億円）に増加

 
し、社債が2,374億円（同比△38億円）、地方債が2,789億円（同比△72億円）に減少。円貨債券のデュレーション

 
は4.1年。株式は、評価損益の改善の一方、保有銘柄の一部売却により783億円（同比△5億円）に減少。その他

 
の証券は、外国債券の積み増し等により、1,388億円（同比＋412億円）に増加。

《有価証券残高（末残）》

6,818

3,633 4,360 4,396 4,920

3,717

4,145
3,564 3,116 2,374

2,063

3,432 2,981
2,868 2,789

667

674 691

377

429 840

13,643

12,314 12,438 12,158 12,256

800 783

976 1,388

3.9年
3.5年 3.5年

3.8年
4.1年

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

国債 地方債
社債 株式
その他 円貨債券ﾃﾞｭﾚｰｼｮﾝ

（億円） 《その他有価証券の評価損益の推移

 
(BK単体・ＨＤ連結）》

（億円）

※その他有価証券

 
＝満期保有目的以外の有価証券

※円貨債券

 
＝国内債券＋円建外国債券

+524

△742

＋412

△79

＋98

△17

【BK単体】

25/3末比

評価損益 344 △ 5
債券 34 △ 81
株式 278 45
その他 31 31

25/12末

【HD連結】

25/3末比

評価損益 309 △ 4
債券 34 △ 81
株式 236 51
その他 38 26

25/12末
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不良債権・与信コスト

260 336 328 317 392

754
775 764 813 734

175
111 111 95 106

3.39% 3.32%
3.22% 3.20%

3.09%

1,190 1,223 1,204 1,225 1,233

23/3末 24/3末 24/12末 25/3末 25/12末

要管理債権 危険債権

破綻更生債権等 不良債権比率



 

不良債権（金融再生法開示債権）残高は、平成25年3月末比では、要管理債権が増加する一方、危険債権が減

 
少し、全体では△8億円の1,233億円。不良債権比率は、同比△0.11％の3.09％に低下。



 

与信関係費用は、個別貸倒引当金および一般貸倒引当金の繰入等により、足利銀行単体で38億円（＝中間期29

 
億円＋第３四半期9億円）、HD連結で44億円。

《金融再生法開示債権の推移》 （億円）

86

38

15

45

107

50

19

56

44

38

23/3期 24/3期 24/12累計 25/3期 25/12累計

銀行単体 HD連結

《与信関係費用》（億円）

＋11

△79

△8

＋75
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自己資本比率

2,098

2,362
2,529

2,189

2,468

1,236
1,413

1,572 1,530

1,803

8.63%

9.47%
9.70%

8.38%

9.14%

5.08%

5.67%
6.03% 5.86%

6.67%

23/3末 24/3末 25/3末 25/9末 25/12末

自己資
本額

Tier1

自己資
本比率

Tier1比
率



 

HD連結の自己資本比率は、利益の積み上げの一方で、劣後ローン300億円の残高減少（25年6月）、第１種優先

 
株式250億円の取得・消却（25年9月）等により、25年9月末で8.38％（25年3月末比△1.32％）に低下。



 

25年12月末は、IPO時の公募増資217億円を含むため、TierⅠが一時的に増加しているが、26年1月に第１種優

 
先株式250億円の取得・消却に充当済。

《連結自己資本比率

 

【HD連結】》 《単体自己資本比率

 

【BK単体】》 （億円）（億円）

1,982
2,093

2,199

2,424 2,491

1,829
1,936

2,035

2,259 2,320

8.07%
8.32% 8.36%

9.17% 9.11%

7.69% 7.73%

8.54% 8.49%

7.45%

23/3末 24/3末 25/3末 25/9末 25/12末

12月の公募

 
増資217億円

 
を含む



事前に株式会社足利ホールディングスの許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製し、

 
又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作成さ

 
れたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載された事

 
項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業績に

 
関する記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経

 
営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。
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